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ての指摘や事前、事故後のボーリングをはじ

めとする調査不足、環境影響評価や環境確保

条例ではアセス対象から抜け落ちている工

事による長期間の振動・低周波の測定記録の

必要性、大深度地下使用法の不備および法が

謳う安全、住民との情報共有、協議会開催の

不履行、被害補償基準の曖昧さなど論点や専

門家からの工学的解釈や見解が出されまし

た。 

シンポジウムの最後に会議参加者全員の

賛同により『ネクスコおよび有識者委員会の

説明の信ぴょう性は薄い。さらなる分かりや

すい根拠のある説明を求める』ことが宣言さ

れました。 

 人口減少社会に向かう中、環境への影響が

大きく安全性にも疑問が残り、費用便益比も

低下している東京外環道建設に 2 兆 3575 億

円という莫大な事業費をかける意味はある

のでしょうか。事故の原因究明や被害救済も

道半ばにもかかわらず、練馬区大泉からのト

ンネル工事再開に向けての動きもあります。 

生活者ネットワークは外環道計画が進め

られる中、情報公開と第三者機関による調査

など市民参加を求め、沿線自治体で市民とと

もに活動を続けてきました。引き続き東京外

環道の問題に取り組んでまいります。  

 

 

原因は特殊な地層・地盤? 

住民が理解、納得できる説明を 
 

被害住民や原因究明を求める市民たちは

中立の立場の専門家の知見を参考に、事業者

の示す事故原因や工事の影響範囲、補償対象

範囲の合理性を問い、難解な調査報告等につ

いて読み解く活動を続けてきました。 

住民からは、「ゆるんだ地盤でトンネル工

事を再開するための対策として地盤改良剤

の注入が提示されているが、地盤改良剤によ

る環境への影響は」、「ルート上以外にボーリ

ング調査はほとんどしておらず、工事の影響

による地盤損傷は NEXCO東日本が示した外環

道ルート上の 220m を越えて広範囲に広がっ

ている可能性があるのでは」、「シールド工事

で従来使用されてきた粘土由来のベントナ

イト工法ではなく気泡剤注入工法を採用し

たため空気層ができ、ゆるみ、陥没が起こっ

た可能性があるのでは」など多くの疑問が出

されています。 

 また、地下 40m の工事が行われたルート上

の住民への聞き取り調査から、振動による

「低周波被害」と考えられる頭痛、めまいな

どの健康被害が明らかになっています。 

外環問題を考える緊急シンポジウム 

 今年 1 月 17 日に外環被害住民連絡会・調

布陥没事故原因究明ワーキンググループが

企画し、開催。工事の利害関係者だけの話し

合いは対立構造に陥りやすいので、外環道工

事に関して中立の立場の外部識者、議員、報

道関係者、市民の参加で原因や被害救済、工

事方法について対話し、解決を探るシンポジ

ウムです。残念ながら事業者の NEXCO東日本、

調査報告をまとめた有識者委員会は欠席。中

立的な専門家としては地盤工学、トンネル工

学、地質調査、事故鑑定等の専門家４名がオ

ンラインも含め参加しました。 

 会場でのやり取りの中で、「特殊な地盤」

とされた陥没エリアは自立性のある東久留

米層の上にあり、地質学の知見が生かされて

いない塑性流動化剤を選択したことについ 

  

 

2020 年 10 月 18 日東名側から掘り進めてい

た東京外かく環状道路（外環道）地下トンネル

工事のルート上調布市つつじが丘で発生した

地表陥没事故。その後空洞も見つかり、事業者

東日本高速道路（ＮＥＸＣＯ東日本）の有識者

委員会は「トンネルを掘るシールド工事が要因

の１つ」とする中間報告（2020 年 12 月 18日）

を行い、沿線自治体での住民説明会で、陥没原

因を「特殊な地盤」であり「工事の影響による

地盤のゆるみはトンネル直上のみ」と発表。

2021 年 9 月に地盤損傷範囲を特定しました。 

 
 

(上図 出展：NEXCO ２０２１．12/17～18 地盤調査状況及び 

地盤補修に関する検討状況の説明資料より p37         

ピンクの部分・陥没地を含む外環ルート上 220m×16ｍの範囲 

が地盤補修工事の範囲、水色部分・家屋被害の補償地域 ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.e-nexco.co.jp/news/cms_assets/news/2021/12/20

/01.pdf 東京外環プロジェクト 

調布市での外環道トンネル真上の地表陥没事故その後 ● 

まつざき淑子の狛江市議会第 4回定例会報告 ● 

   

参加した沿線自治体のネット議員、都議とまつざき淑子 

調布市での外環道トンネル真上の地表陥没事故 その後 

～原因究明は？ 補償は？ 工事は？∼ 
 

記者会見中の専門家たち 

https://www.e-nexco.co.jp/news/cms_assets/news/2021/12/20/01.pdf
https://www.e-nexco.co.jp/news/cms_assets/news/2021/12/20/01.pdf

